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［成果の内容］ 

植物中のウラン分析法を確立して、日本各地から集めた主要穀類の可食部中ウラン濃度

を測定したところ、0.1 μg kgDW-1 以下と極めて低い値でした（表１）。移行係数は放射

線分野で環境中の対象核種の移動性を評価するのに広く用いられている指標です。表１で

は作物可食部中のウラン濃度／土壌作土中のウラン濃度を移行係数として表しており、土

壌の濃度に比べて作物可食部の濃度が 1/20,000 以下と低いことを示しています。 
約 30 年間畑として用いている農業環境技術研究所内にある黒ぼく土ほ場の表層 10cm

のウラン濃度は、隣接する未耕地よりも明らかに高くなっていますが、容易に植物に吸収

されると考えられる酸可溶態のウランは全ウランの 1.6％しかありませんでした（表２）。 
上記畑ほ場で栽培した 34 作目の可食部ウラン濃度およびウラン移行係数を明らかにし

ました。全体的に見ると、可食部ウラン濃度が 10 μg kgDW-1 を超えるものはなく、低濃

度であることを確認しました。また移行係数が 0.005 を超えるものはなく、ウランは可食

部に移行しにくい元素であることがわかりました（表３）。 
上記データから作物のウラン摂取による内部被ばく線量を概算しました。日本人の平均

的作物摂取量（国民栄養調査報告）を乗じたところ、植物性食品（果物、キノコ、海藻類

を除く）から摂取されるウランの放射能量は、年間 0.25 Bq でした。核種による人体への

影響度を加味したウランの実効線量は、年間 0.01μSv であり(表４)、作物に含まれるウラ

ンの放射能面からの安全性が示されました※。 
 
※ １人の人間が自然界から受ける内部および外部被ばく全体の実効線量の世界平均は年

間 2.4 mSv であり、この他に医療被ばく（胸部Ｘ線撮影では、１回 0.05ｍSv）も受け

る場合があります（アイソトープ手帳 10 版、p.151）。 
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［背景と目的］ 

天然物に含まれる放射性物質の危険性の再評価が国際的に行われてきています。肥料原

料には不純物としてウランが含まれており、食の安全の観点からの調査が求められてい

ます。そこで、作物、特に可食部のウラン濃度と、そこへウランが土壌から移行する割

合（移行係数）を主要な農作物について明らかにすることを目的に研究を行いました。

作物可食部のウラン濃度が低いことをほ場試験で確認 

［要約］ 

ほ場で各種作物を栽培し、可食部中のウラン濃度を測定したところ、いずれも低濃度で、

土壌から作物への移行は少ないことが確認でき、作物に含まれるウランの放射能面から

の安全性を示すことができました。 
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表３ 黒ぼく畑ほ場で栽培した作物可食部のウラン濃度および土壌から可食部への

移行係数 

表１ 日本各地から採取された穀類のウラン濃度 

表２ 黒ぼく土畑ほ場におけるウラン濃度 (mg kgＤＷ-1) 

表４ 植物性食品（果物・キノコ・海藻除く）における

ウランからのからの放射能量

全ウラン 交換態ウラン

栽培土壌 2.1 ± 0.06 < 0.0001     0.035   ± 0.001        1.6
隣接未耕地 1.1 ± 0.10 < 0.0001     0.0093 ± 0.0005        0.84

酸可溶態ウラン

処理

HNO3-
HClO4-HF分

解

1mol L-1 CH3COONH4抽出
0.44mol L-1

CH3COOH抽出
全ウランに対
する割合　％

μg kgDW-1 μg kgDW-1 μg kgDW-1

ソラマメ 1 0.08 0.00004 オクラ 1 0.46 0.00022 ピーマン 1 1.8 0.00087
ダイズ（エダマメ） 1 0.10 0.00005 ナス 1 0.48 0.00023 チンゲンサイ 1 2.2 0.00107
カボチャ 1 0.12 0.00006 ブロッコリー 1 0.48 0.00023 レタス 1 2.3 0.00111
ジャガイモ 2 0.13 0.00006 ネギ 1 0.52 0.00025 ニンジン 1 2.5 0.00121
トマト 1 0.19 0.00009 サトイモ 1 0.70 0.00033 ホウレンソウ 13 2.8±2.4 0.00131±0.00114
リクトウ 1 0.22 0.00010 ダイコン 1 0.72 0.00034 コマツナ 1 5.4 0.00259
サツマイモ 1 0.25 0.00012 ハクサイ 1 0.73 0.00035 シュンギク 1 5.5 0.00264
コムギ 1 0.25 0.00012 インゲン 1 0.84 0.00040 フダンソウ 1 6.8 0.00324
ラッキョ 1 0.33 0.00016 キュウリ 1 0.98 0.00047 モロヘイヤ 1 9.5 0.00452
キヌサヤエンドウ 1 0.34 0.00016 トウモロコシ 1 1.1 0.00055 ショウガ 1 9.6 0.00456
アズキ 1 0.35 0.00017 ソバ 1 1.2 0.00059
カリフラワー 1 0.39 0.00018 キャベツ 2 1.3 0.00062
濃度の低い順に掲載、＋赤字；葉菜類 赤字＋黄色背景；葉菜類で緑黄色野菜。黄色背景；緑黄色野菜、

作物名 n

可食部の
ウラン濃度

移行係数作物名 n

可食部の
ウラン濃度

移行係数作物名 n

可食部の
ウラン濃度

移行係数

食品摂取量
a) ウランからの放射能

(gFW day-1) (Bq year-1)
穀類            260 0.09
芋類              63 0.01
豆類              67 0.01

野菜類            261 0.13
放射能強度合計(Bq year-1)            650 0.25
実効線量係数(μSv Bq-1)c) ━━━━━ 238U;4.5 × 10-2

235U;4.7 × 10-2

実効線量(μSv year-1) ━━━━━ 0.011

ｂ）国民栄養調査（2004）
ｃ）ICRP Publ. 72(1996)

食品群

a)五訂食品分析表（2004）から2001年の国民栄養調査の値を引用、ただし穀類および豆類に
ついては2000年の値を引用、その他として一括されているものは、分配比率を推測した。

可食部のウラン濃度

（μg kgDW-1）

白米 14     0.019 ± 0.016      8.3 × 10-6 ±      7.5 × 10-6

玄米 14     0.081 ± 0.077 　38　 × 10-6 ± 　47　 × 10-6

玄麦 7     0.11   ± 0.071 　55　 × 10-6 ± 　24　 × 10-6

作物名 n 移行係数
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